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序    文 

 

 

日本国政府は、インドネシア共和国政府の要請に基づき、同国の市民警察化支援計画にかかる基本設計調

査を行うことを決定し、独立行政法人国際協力機構がこの調査を実施いたしました。 

当機構は、平成 16 年 4 月 11 日より 5月 8 日まで基本設計調査団を現地に派遣しました。 

調査団は、インドネシア国政府関係者と協議を行うとともに、計画対象地域における現地調査を実施しま

した。帰国後の国内作業の後、平成 16 年 6 月 14 日より 6 月 19 日まで実施された基本設計概要書案の現地

説明を経て、ここに本報告書完成の運びとなりました。 

この報告書が、本計画の推進に寄与するとともに、両国の友好親善の一層の発展に役立つことを願うもの

です。 

終わりに、調査にご協力とご支援をいただいた関係各位に対し、心より感謝申し上げます。 

 

平成 16 年 7 月 

独立行政法人 国際協力機構 

理 事 松井靖夫 

 



 

伝  達  状 

 

 

今般、インドネシア共和国における市民警察化支援計画基本設計調査が終了いたしましたので、ここに最

終報告書を提出いたします。 

本調査は、貴機構との契約に基づき弊社が、平成 16 年 4 月より平成 16 年 7 月までの 4ヶ月にわたり実施

いたしてまいりました。今回の調査に際しましては、インドネシア国の現状を十分に踏まえ、本計画の妥当

性を検証するとともに、日本の無償資金協力の枠組みに最も適した計画の策定に努めてまいりました。 

つきましては、本計画の推進に向けて、本報告書が活用されることを切望いたします。 

 

 

平成 16 年 7 月 

 

八 千 代 エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ 株 式 会 社 

インドネシア国市民警察化支援計画基本設計調査団 

業 務 主 任  上田 正明 



 

 
 

インドネシア共和国位置図 

THE REPUBLIC OF INDONESIA  

 

2.5 10 15 20 25km

PAngasinan
Cogreg

Babakan

Ph. Serpong

Narogtog

Rawabuaya

Cengkareng

Dadap

Pegadungan

Poris

Buaran

Cihilang
Cibinong

Prumpung

Setu

Jeletreng

Sudimara

Pasarjumat Kulon

Rawabokor
Benda

Jati

Palelangan

Mampangagung

Cinangka

Bojongsari

Ciputat

Kedawung

Rempoa

Pondokaren

Jombang

SawanganParung

Bojongsari

Pondokcabe

Pujamangka

Ponco

Ciledug

Larangan
Joglo Sukabumi

Karangtengah

Kebonjeruk

Pedongkelan

Kapuk
Kayubesar

Penjaringan
Tegalalur

Sungaitahang

Kebonbesar

Pondokpinang

Sawangan

Pondoklabu

KEBAYORAN BARU

Grogol Ilir

Palmerah
Kebonjeruk

Kepuh

Penjaringan

Karangkulon

DEPOK

Cilodong

Bendungan

Pndokcina

Lentengagung

Tantungbarat

Ps.Minggu

Kalibata
Keb.Baru

Mampang

Kuningan

MatramanKaret

Tanahabang
Sawahbesar

Manggadua

Ancol

Cijantung

Kalimanggis

Tapos

Cimanggis

G.Putri

Cisalak

pasir gunung

Pasar rebo

Kramatjati

Cawang

Manggarai Jatinegara

Cempaka putih

Salemba

Ps.Senen

Gedongrubuh

Sungaibambu
Tj.Priuk

Pejongkoran

Pondokrangon

Rawarengas

Cileungsi

kampungsawah

Pd.Gede
Cikunir

Pangkalanjati

Pisangan

Ujungmenteng

Pulogadung cakung

Sukapura

Kandang Malaka
Tugu

Sungai Tirem

Cilincing

Kaliabang Tengah

Babelan

palasari

Ciketing udil

Bantargebang

Bojongmenteng

Bekasi

Sungai atep

Marunda pulo Karatan

Sungaitawar

 Jejalen

Cibitung
Cibuntu

Cibarusa

Cipeucang

Cimanggu

Mangga

Awirarangan

Setu

pabuaran

Kalen kendal

Wates

Muara

Bintaro

Sembilangan
Tanjung

Pondok Tengah

Muaragembong

Singkil

Gabusrawa

Gebangmalang

Ceper

Pasirrandu

Serang

kamurang

Sasakbahan

Bulaktemu

Babakan

Galian

Utankramat

Terusan

Kampungbugis

Tanah baruKalibaru

Kelapa dua

GalianPakis

Tegaldanas

Cibenda

Tegalgede

Lemahabang

Cikarang

Lagawana

Tambelang

Balongan

Baleng

Kalengkramat

Gombong

Garon

Batujaya

Kaliasin

Rengasbandung

Sogol

Paparean

Ciranggon

Rancaiga

Cibinong

Glonggong

Pule

Pulobesar

Puloasem
Srengseng

Puloasem
Kumejing

Babakan Rengas

Teluk Bango

Teluk ambulu

Tambak sumur

Lemahabang

Gedonggede

Kedunggede

Kaligantu

Calung

Pintu Pintu

Telukhaur

Rumbia

Kertasari

Pisangsambu

Bab.Tamiyang

Ciguha

Kosambi

Wadas

91.0

32.0

9.0

5.0

100.0

68.0

L A U T   J A W A

P. DAPUR

P. UNTUNGJAWA

P. AIR KECIL
P. UBI BESAR

P. AIR BESAR

S.BengoangP. KAPAL

P. SAKIT

P. CIPIR

M. Angke

Ci Putat

K. Pasanggrahan Ci B
ee

t

K. Angke

K.
 K

ru
ku

t

C
i L

eu
ng

si

M. Kalong Ma Mati

Ma Bekasi

Ma Tawar

Ma Ancol

Ma Sampan
Tj.Karawang

Ma Bungin

Ma Sarakan Ma Sadari

Ma Wetan
Ma Soropan

S.
 B

un
gi

n

Citarum

C
ipondok

Ciliwung

K.
 B

ua
ra

n

K.
 C

ak
un

g

K.
 B

ek
as

i

Cibitung

BEKASI署
POLRES

ジャカルタ
JAKARTA

警察本部（POLDA）
BEJ Tower 中継所
Mandiri 中継所

CIKARANG
中継所

ブカシ県
BEKASI

 
本計画対象地位置図 

Location Map of Project Site 

N 

ブカシ 
Bekasi 

インドネシア共和国 

The Republic of Indonesia 

マレーシア

Malaysia

ヴィエトナム

Vietnam 

ラオス 

Laos 

カンボジア 

Cambodia 

タイ 

Thailand

パプアニューギニア

Papua New Guinea

オーストラリア 

Australia 

フィリピン

Philippines

0 500 1000 1500 2000 2500km

ジャカルタ警視庁
BET Tower 中継所

Mandiri 中継所

ブカシ
警察署



ジャカルタ中心部にあるジャカルタ警視庁施設全景 ジャカルタ警視庁の総合通信指令室。「511」通報を
24時間体制で受付。正面スクリーンはGPSでパトカー
の現在地を示すモニター画面 

ジャカルタ中心部にある BEJ タワー（32
階）屋上の鉄塔および空中線 

BEJ タワー中継所内に設置されている
既存 800MHz システム無線設備 

ジャカルタ警視庁情報技術部修理室にある既存オシロ
スコープ（電子計測器） 

ブカシ警察署建物正面入口 

 



チカラン中継所鉄塔（約 100m）全景 

チカラン中継所鉄塔（後方）に隣接する中継所建屋 

チカラン中継所内に設置されたままになって
いる古い無線設備 

チカラン中継所内に設置されている 800MHz
システム用中継装置 

「技プロ」専門家携行の現場鑑識セット 「技プロ」専門家携行の現場薬物簡易鑑定セット 
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要  約 

 インドネシア国（以下「イ」国）は、人口約 2 億人、15,000 あまりの島々からなる島嶼国である。民族数

約 300、使用言語数約 250 を数える多様な社会的、文化的背景を持つ国家である。 

「イ」国政府は、多民族、多文化社会である同国の社会・経済的発展において最も重要なことは、国民間

の円滑な意志疎通を図り、民族間の社会的・文化的背景・独自性を尊重しつつ民族融和を促進し、もって国

民の団結を維持することとしている。 

しかしながら、多様な民族国家であることから、アチェ、パプア、マルク、ポソ等の民族・地域紛争を抱

えている。また、様々な政治・宗教グループの中には、活動を先鋭化しつつあるものもあり、ジャカルタに

おける一連の爆発事件、ジェマーイスラミアによるテロ行為なども発生している。これらに加えて、凶悪犯

罪や一般犯罪、窃盗、車両窃盗、違法薬物犯罪等が多数発生している。特に、麻薬犯罪や銃が関係した犯罪、

また、強盗のように金目当ての犯罪が近年増加の一途を辿っている。 

国内に多発する一般犯罪に対応し、市民の安全を確保する上で国家警察の役割は従来に増して大きくなっ

ているが、分離独立したばかりの国家警察のみの力でこれを全うし、かつ民主的な警察行政サービスを提供

することができない状況にある。 

国民を一つにまとめ、民主的な社会経済システムの構築を目指す「イ」国政府は、民主的な警察行政サー

ビスの整備が不可欠であるとの認識に基づき、国家警察の組織・機能強化に必要な政策を積極的に推進しよ

うとしている。 

このような背景のもと、「イ」国政府からの要請を受けて、独立行政法人国際協力機構（以下「JICA」とい

う）は「イ」国国家警察（Indonesian National Police、以下「INP」という）長官への政策アドバイザーとして

の専門家派遣を中心に、「民主的な警察運営」、「警察活動の迅速化・効率化」、「犯罪発生の減少」、「市民サー

ビスの向上」、「警察組織における意識改革の促進」等を支援する目的で、｢国家警察改革支援プログラム｣（以

下「プログラム」という）を実施しており、市民警察活動のモデルとしてブカシ警察署を中心に技術協力プ

ロジェクト（以下「技プロ」という）「市民警察活動促進プロジェクト」が実施されている。プログラムのカ

ウンターパートである INP の改革に対する支援はプロジェクトや専門家派遣等様々なスキームにより行われ

ているが、活動に必要な資機材が絶対的に不足している状況にある。 

そこで「イ」国政府は、同プログラムを促進するために必要な資機材並びに｢技プロ｣による技術移転活動

の成果を確立・定着させるため、ブカシ警察署管内において必要となる施設および機材の調達に必要な資金

について、我が国に対し、無償資金協力を要請してきた。 

しかしながら、要請対象となっている施設・機材の内容や規模について詳細な情報がなく、｢技プロ｣によ

る技術移転活動の進捗および効果発現状況を精査した上でなければ、「イ」国側の要請内容の妥当性・必要性

を検討することは困難であった。そこで、1)技術移転活動の進捗および効果発現状況の確認、2)要請内容の確

認、3)基本設計調査における調査項目の洗い出しを主な目的とした JICA による予備調査が 2003 年 10 月に実

施された。 
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その結果、①今回の要請機材（無線網の整備、交番システムの施設および機材の整備、鑑識・薬物対策活

動普及のための資機材）が必要不可欠であること、②要請施設および機材が技術協力の取り組みと並行して

供与されることにより効果が確保されるものであること、③既に「イ」国側はモデル交番 12 ヶ所の建設構想

を有しており、そのうち 3 ヶ所を｢技プロ｣により前倒しして建設予定であるため、本調査は残り 9 ヶ所の建

設についての協力要請であることが確認された。 

上記予備調査結果を受け、要請された計画の妥当性を検証するとともに、無償資金協力として最適な基本

設計および概算事業費を算定するために同機構は、平成 16 年 4 月 11 日から５月 8 日まで基本設計調査団を

現地に派遣した。調査団は、現地にて「イ」国政府・INP 関係者と要請内容について協議し、プロジェクト

サイトの実地調査、関連資料収集等を行った。 

調査団は、要請内容を踏まえつつ、INP の機材運用・維持管理能力、最適機材配置計画等の様々な観点か

ら、最適な機材内容、規模・数量を検討し、基本設計案を作成した。これを基に同機構は、平成 16 年 6 月

14 日から 6 月 19 日まで基本設計概要説明調査団を「イ」国に派遣し、基本設計案の説明および協議を行っ

た。最終的に提案された基本設計の概要は以下のとおり。 

無線通信分野： ブカシ警察署管内の無線通信システムの構築、ジャカルタ警視庁およびブカシ警察署

間の通信指令システムの構築のための無線中継所の整備 

現場鑑識分野： 現場鑑識セット、写真現像・焼付機 

薬物対策分野： 薬物簡易鑑定キットおよびサンプル試薬、捜査用小規模無線システム 

 交番セットについては、｢イ｣国側の要請は確認されたものの、交番用地全てを確保することが現地調査の

時点で困難であることに加えて、交番という新しいシステムを導入するに当り、その持つべき機能や活用状

況について｢技プロ｣にて建設中の交番の完成後一定期間のモニタリング期間が必要であるとの見解から、交

番施設の設計と関連資機材にかかる調査は別途改めて行うこととしたため、本計画からは除外することにな

った。 

なお、本計画の工期は約 14 ヶ月、概算事業費は約 5.22 億円（日本側負担 5.18 億円、「イ」国側 4.4 百万円）

と見込まれる。 

民主的で公正かつ透明性のある社会システムの構築等のグッド・ガバナンス（良い統治）の実現は、国際

社会からの信任を得るためのみならず、社会の安定および持続的な経済発展の基盤整備を実施するためにも

必要不可欠である。 

かかる経緯を踏まえて、本計画はプログラム内の①｢技プロ｣のブカシ警察署を対象とした無線通信網の構

築、②｢技プロ｣の現場鑑識機材および③同プログラム内個別専門家の活動を側面支援するために薬物簡易鑑

定機材を整備し、もって同プログラムの促進に資することを目的としている。 

本計画は、上記目的を達成するために、ブカシ警察署管内で無線通信網構築に必要な資機材、ジャカルタ

警視庁およびコピー３警察署（ブカシ警察署をモデルとして｢イ｣国側で技術移転を拡大しようと計画してい

るジャワ島内の３ヶ所の警察署）での現場鑑識関連資機材、並びに薬物取締重点地域 10 ヶ所を所管している
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９の州警察本部および INP 本部薬物対策課に薬物簡易鑑定資機材を調達することである。これによって、専

門家による技術指導活動が促進され、INP に求められている近代的な市民警察、すなわち無線通信システム

の整備による迅速な警察活動、市民サービスが向上する。また、客観的証拠に基づいた科学的捜査能力が向

上することが期待されている。 

本計画は、｢イ｣国政府が進める民主化の一環として、このような警察の民主化および能力強化は｢民主的で

公平な社会造り｣の実現にも、投資環境の改善にも資するものである。 

 本計画で調達する機材の運用・維持管理については、日本人専門家の技術指導が得られることから技術的

問題はない。また、維持管理予算についても確保される見込みである。 

 プロジェクト効果、先方の組織能力等を総合的に検討した結果、上記プログラムを我が国の無償資金協力

にて支援する意義は高い。 
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